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開催日時 令和６年 10 月７日（月） 11:00～12:30 

開催場所 みどり清朋高等学校 校長室 

出席者(委員） 勝山会長、木下副会長、山口委員、髙田委員、韓委員 

出席者(学校） 校長、教頭、事務長、首席、首席・生徒指導部長、教務企画部長 

協議資料 学校運営協議会 実施要項 

第１回授業アンケート結果 

「学校教育自己診断」アンケート項目について、Ｒ７教科書採択一覧 

令和６年度重点目標及び達成目標・具体方策（進捗状況） 

 

議題等 

１ 第１回授業アンケート結果（教頭） 

 すべての項目において、前回（令和５年度第２回）の数値を上回っており、良好なデー

タとなっている。 

 

２ 「学校教育自己診断」アンケート項目について（首席） 

 昨年度と項目の変更なし。データの経年比較をするため、アンケート項目について、変

更を考えていない。 

 

３ 令和７年度 教科書採択一覧について（教務企画部長） 

採択の経緯および、実際に採択された教科書について、確認を行った。全会一致で承認

された。 

 

４ 令和６年度重点目標及び達成目標・具体方策の進捗状況について（校長） 

第１回の学校運営協議会で３学年・４分掌から出された今年度の重点目標と具体方策の

進捗状況については、以下の通りである。 

【１学年】遅刻は若干減少に転じている。落ち着いて授業を受けているが、授業準備ので

きていない生徒がみられるので、指導中である。大学見学会は 12月に近畿大学で実施予定。 

【２学年】遅刻数は８月末までで 100 件（通院等を除く）。クリーン活動として、治水緑地

の清掃活動を９月に実施。「身だしなみ・授業規律徹底週間」「環境整備徹底週間」を実施

した。１学期の成績不振者を対象に、夏休みに３日間学習会を実施した。 

【３学年】学校生活を過ごす上での規律を守ることは、生徒の中に浸透している。体育祭

の応援団や学年種目、文化祭の舞台発表などで、全クラスが同じ土俵で競い合う形をとる

ことができた。進路指導部と連携した進学講習を継続実施できている。 

【教務企画部】来年度の教育課程を見直す。不登校生徒を対象とした遠隔授業を始めてい

る。第１回目の学校説明会は 300 名を超える参加者があった。中学校訪問は主に夏休み期

間中を利用して教員で実施した。 

【生徒指導部】遅刻者数は、８月末の段階で、通院によるものを除いて、311 名（昨年度

237 名）である。身だしなみ指導、ノーチャイムデーの取り組みは実施できている。「スケ
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アードストレイト教育技法を活用した交通安全教室推進・支援事業」の拠点校となり、11

月 20 日（水）にスケアードストレイト教育技法を活用した交通安全教室を地域住民も参加

する形で実施する予定である。 

【進路指導部】模擬試験、面接指導、公務員講座、生徒向け分野別説明会は計画どおり実

施できており、現時点で指定校推薦（４年制・短大・専門学校）の合格者は、43名である。 

【保健部】感染症り患者の数は、大幅に減少し、月１～２名程度で推移している。保健室

の利用率が上がっている。今夏の異常な高温で体調を崩す生徒が多かった。ごみの分別や

廃棄方法を改善したことで、校内をきれいに保つことができている。避難訓練は実施し、

避難経路等の確認を行った。 

協議内容・承認事項等（意見の概要） 

１ 授業見学を終えて 

生徒は授業によく参加し、熱心に授業を受けている。ChromeBook を机の上に出して授業

を受けている場面が、どの教室でも見られ、授業の方法が、昔から変化してきている印象

を強く受けた。黒板とチョークだけを使用して行っている授業がほとんど見られなかった。

グループワークを行っている授業では、テーマに沿って生徒が活発に討議を行っており、

生徒が生き生きと授業に取り組んでいる場面が見られた。 

 

２ 交通安全指導について 

・今年度の進捗状況報告において、現時点までの事故発生件数のデータがなかったので、

どれくらいの交通事故が発生しているのか、教えてほしい。最近、登下校中の生徒で、イ

ヤホンをしながら自転車を運転している場面をよく見かける。学校としてどのように指導

していくのか。早く示していただきたい。 

・高校生が、スマホを見ながらの「ながら運転」をしている場面もよく見かける。非常に

危険であるので、学校で指導するための時間を確保してほしい。 

・ヘルメット着用については、努力義務であると聞いているが、他府県では着用を義務付

けているところがあると聞いている。 

 

３ 大学入試について 

・全国の高校３年生の生徒数が２年後から大きな減少状態に入る。大学では総合型選抜、

AO 入試など、年内入試で志願者を確保する話が出てきている。保護者や予備校の意向もあ

ると聞く。関東地方の大学が関西にまで、営業活動に来ている状況の中、関西の大学で入

学者数が大幅に減少し、経営が苦しくなるところも出てくるのだろうと思う。今は、大学

入試については売り手市場なので、高校３年生にとってはチャンスである。大学進学希望

の生徒にどんどんチャレンジさせて、希望の進路実現を叶えてあげてほしい。 

 

今年度の重点目標や達成目標・具体方策について、各委員から、計画通り実践できてい

るとの評価を得ることができ、年度末に向け、目標達成に向けての努力を継続してほしい

という意見をいただいた。交通安全指導については、委員の意見を反映した指導を今後実

践していきたい。 

次回の会議日程 

日時 令和７年２月３日（月）11：00～12：30 

会場 みどり清朋高等学校 大講義室 

 


